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 オープンアクセス(OA)・ウィークも終わりに近づいた 10月 28 日（金）、GOALメーリ
ングリストにビープレス(bepress)のメンバーから、ユネスコと共同で出版予定の『100の物
語：オープンアクセスのインパクト(100 Stories: The Impact of Open Access)』というレポ
ートを紹介する投稿があった。OAの成功物語を分かち合いたいというわけである。 
 これに対し、GOALの管理人でもあるリチャード・ポインダー(Richard Poynder)が、こ
のレポートはビープレスが販売しているデジタル・コモンズ(Digital Commons)というリポ
ジトリ・ソフトの宣伝ではないか、と冷ややかなコメントを付けた。実際、紹介されている
データや事例はすべてビープレスのコミュニティから取られたものなので、そう見られて
も仕方のない面はある。ビープレス側は、人々が OAのインパクトに関わる物語を欲してお
り、自分たちにはそうしたデータの蓄積があるからこれを作成した、また、多くの機関と連
携しており、OA推進の枠組みや物語自体は機関や図書館員の成果である、などと弁明した。 
ポインダーは宣伝と決めつけたことを謝罪した後、デジタル・コモンズが機関リポジトリ
と言うより図書館による出版のプラットフォームであると指摘する。年報や機関の記録、オ
ーラル・ヒストリーなどを収録して成功しているというのは結構なことだが、それはOA運
動や機関リポジトリがもともとターゲットとしてきたコンテンツ（査読済みの論文やプレ
プリント）ではない。もっと調査の範囲を広げれば、そうした本来の意味での OAのインパ
クトを示す例が見つかったのではないか。範囲が限定的だったから宣伝と受け取ってしま
ったのだ、と説明する。 
ポインダーの懐疑的な視線は PLOS にも向けられる。彼のブログによれば、10 月末、
PLOSのメールアドレスから「PLOSの CEO辞職」という見出しで「船は沈みつつある」
という本文の電子メールが届いたという。後に、メールは偽物だが、CEOエリザベス・マ
リンコラ(Elizabeth Marincola)が転職してケニアに行くのは本当だと判明した。 
ポインダーは、PLOSの広報担当デイヴィッド・クヌートソン(David Knutson)との Q&A
で、誰が偽メールを送ったのか（結局、不明とのこと）、内部告発者がいるのではないか、
辞職の原因は何か、などと細かく質問して行く。PLOSでは以前にも CEOや CFO(最高財
務責任者)が突然辞職しており、その時は営利団体に転換しようとして理事会と対立したの
が原因だといううわさが流れたらしい。今回はあくまで個人的な事情による自発的な辞職
というのがクヌートソンの説明だが、ならば前回、CEOや CFOは解雇されたのか、当時、
説明がなかったのはなぜか、とポインダーは食い下がる（人事の問題には触れません、とい
うのが回答）。 
そして財務状態について確認した後、エルゼビアやシュプリンガー・ネイチャーのような
営利会社に買収されることはないかと聞く。回答はもちろん「ない」なのだが、ポインダー
ならずとも懐疑的にならざるを得ない最近の状況ではある。 
